６　映像フェスティバル
平成本年度は映像フェスティバルを芸術週間事業と重ねて２回行った。

１．

映像フェスティバル2013

アートの世界へもぐりこめ！－絵画・空間・美術館
平成25年11月1日（金）～３日（日）
この映像フェスティバルでは、アートをテーマとした映画作品に着目して上映した。

　美術や芸術家は、映画にとって古くから重要なテーマであったが、近年のアート映画は、ひとりの芸術家を取り上げて伝説的に描写するものばかりではなく、ドキュメンタリー形式によってアーティストの思いがけない真相や芸術をとりまく状況などまでを描き、従来の芸術家映画と異なるアプローチがなされているものが出現している。また、一点の作品の背景や方法論を徹底的に描き、その想像力と驚きに満ちた世界観を現出させる映画も記憶に残る。

　芸術週間にあわせておこなわれた映像フェスティバルは、ミニシアターを中心に刺激的な映画作品を配給し続けるユーロスペースの近年公開作の中から、古典絵画、建築、美術館の舞台裏をテーマにした３つのアート映画を上映し、一般映画の中にあらわれるアートの現れ方の多様さに触れてもらおうと試みた。
会場：当館講堂

主催：北海道立近代美術館

印刷物：フライヤー（A５判）　　デザイン／当館
入場料：無料
●プログラム

11月1日（金）
　「ブリューゲルの動く絵」　（2011年／ポーランド＋スウェーデン／96分／デジタル）

11月2日（土）　
「鳥の巣－北京のヘルツォーク＆ド・ムーロン」　（2007年／スイス＋フランス／88分／デジタル）

11月3日（日）　
「ようこそ、アムステルダム国立美術館へ」（2008年／オランダ／120分／デジタル）
●広報
北海道新聞等
２．
映像フェスティバル2014

小泉明郎の世界

－僕の声はきっとあなたに届いている

平成26年（2014年）３月14日（金）、15日（土）
今回の映像フェスティバルでは、アートとしての映像作品を上映。短期間に高い国際的評価を得た、新進気鋭の映像アーティスト小泉明郎の映世界を紹介した。

小泉は、2002年Chelsea College of Art and Design（ロンドン）卒業。2005-2006年ライクスアカデミー（アムステルダム）アーティスト・イン・レジデンス。2009年、MAMプロジェクト009（森美術館、東京）。2010年、Liverpool Biennial 2010、第一回愛知トリエンナーレ。2012年、第15回アジアン・アート・ビエンナーレ・バングラデシュで最優秀賞を受賞。一貫して、人間の感情を時にユーモラスに、時に暴力的に描き出し、心理の本質や感情について探究することを試みている。

小泉明郎の作品は通常、複数のスクリーンによるビデオインスタレーショとして作品制作するが、今回は、知られていない初期映像から最新作までの作品を再構成し、60分から90分のオリジナルのシングルチャンネル映像として発表する。上映最終日は作家本人によるレクチャーも同時開催した。
会場：当館講堂

主催：北海道立近代美術館

印刷物：フライヤー（A５判半折り）　　デザイン／佐藤守功

入場料：無料
●プログラム　

３月14日（金）　
「無題」

Untitled 2000年, 2分

アーティストが「蛍の光」のメロディーを口笛でヒステリックに奏でている。映像ではそのメロディーに合わせて板に鉛筆が激しくすりつけられて、聞こえてくるのはその激しさを物語るかのような爆音である。この攻撃的かつノスタルジックなエネルギーは、観る者の知覚を一方的に圧倒する。

「アメイジング・グレイス」

“Amazing Grace”、2000年、3分30秒

アーティストの顔には、涙型のペイントや目の周りのあざを思わせる落書きなど、悲しみを表現する要素が散りばめられている。それら個々の要素を引き立たせるため、彼は賛美歌「アメイジング・グレイス」をハミングしながら、さらに追い討ちをかけるかのように物差しで自分の頬を打ち続け、自らの肉体を苦しみの境地へと導いていく。

「ファノジョ　ファ　トッテモ　ヴィレイナ　オンナ　ダッタ・・・」

“Fhe wav a very veautiful woman...”2001年、7分20秒

アーティストの顎そのものがコミカルなキャラクターに見立てられ、このキャラクターが彼の妻との悲劇的なストーリーを語っていく。ストーリーの終盤、カメラが後方に引くことによって、アーティスト自身の顔とキャラクターの双方の人格が同時に映し出され、主体が引き裂かれつつ、二つのものが共存した映像空間が出現する。

「お母さん」
“Mum”、2003年、7分

アーティストが演じる疲れたサラリーマンが、アパートに戻り母親に電話をかける。他愛もない会話を交わした後、自分は戦争に来ていることを母親に打ち明ける。突然、銃声や空爆を想起させるようなマイクパフォーマンスが挿入され、母親をヴァーチャルな戦争空間に引きずり込んでいく。

「僕の声はきっとあなたに届いている」

“My Voice Would Reach You”シングルスクリーン・ヴァージョン、2009年、16分45秒

最初の映像では、男が新宿の街角で母親に電話をかけ、温泉旅行に誘っている場面がうつしだされる。次の映像では全く同じシーンに実際に交わされた電話の会話が加えられるが、電話の相手は母親ではなく様々な会社の電話オペレーターである。男の感情的な演技とオペレーターの反応が、東京を舞台とした不条理な現代劇を生み出す。

「若き侍の肖像」

“Portrait of a Young Samurai”、2009年、9分

特攻隊の衣装を着た役者が、出撃前に両親に別れの挨拶をするシーンを繰り返し演じさせられている。役者がいかに上手く演じようとも、カメラの奥にいるアーティストから「もっと侍魂を表現」するように指示が出され、役者はその演技を繰り返すことを要求される。やがてその指示が徐々にエスカレートしていき…。

「二重投影 – ＃２（彼女の祈りが通じたとき）」

“Double projection #2 - When Her Prayer was Heard”　2013年、15分

本作では、第二次世界大戦中、特攻で恋人を失った名倉和子氏が映し出される。祈ることしかできなかったという彼女の語りからは、実際に特攻に向かった男たちとは異なる悲惨さがにじみ出してくる。降りかかってきた悲劇を、彼女は、祈りによってどのように対抗し、どのように受け止めて、そしてどのように語るのだろうか。

トータル：60分35秒（７作品）
３月15日（土）

同上
アーティスト・トーク（約60分）　

出演：アーティスト：小泉明郎
●広報
北海道新聞、BT（美術手帳）等
